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近畿大学奈良キャンパスにおける野鳥群集の季節的・年次的

変動 (2) 1995年--2010年の調査結果

17 

片山涼子*・秋山由子*大畑貴史*・石川i裕貴*岡野めぐみ*

千田海帆*高良真佑子*・原田隆成*堀内洋平*・松田すみれ*人

桜谷保之*

*近畿大学農学部環境管理学科

料近畿大学農学部農業生産科学科

Seasonal and annual changes of wild bird communities on the N ara 

Campus of Kinki王dUniversity (③2) Research 1お)atain 1995-2 

Ryoko KATAYAMA*て， Yuk王ωoAKαIYAMA*，Takashi OHATA*， Yuki IS宜IKAWA*，

Megumi OKANO*， Kaiho SENDA *， Mayuko KORAぺRyusei註ARADAて

Yohei HORIUCHI*， Sumire MATSUDA料， and Yasuyuki SAKURA T ANI* 

Dctartmcl1t 0/ Ellvirol1mcntal Managcmcllt* alld Dゆartmcilt0/ Agricultural ScicIlcc3 a71d Tcchllologyぺ
FaculむI01 Agriculture， Kinki U1liversity 

Synopsis 

Seasonal and annual changes of wild bird communities were observed in the coppice， pond and grassland on Nara 

Campus of Kinki University every year from 1995 to 2010 with exception of 2005， and from January to ivlay in 2008. The 

seasonal occurrence pattern varied according to bre記dingtypes; migrant (summer) br巴巴ders，winter visitors and passage 

vlsltorsぐ[heannual changes of most resident breeders were small. however the number of individuals of some summer 

breeders and winter visitors tended to decrease. This decrease may have been caused by the changes in the environment. 

such as an invasion by arian sp巴cies.The ecological pyramid of numbers of birds was observed on this campus; raptors 

occupied the upper ponion and the herbivorous birds occupied bottom portion of the pyramid. On th巴 NaraCampus 

of Kinki University， the bird communities are stable， though some migrants and visitors affect the structure of bird 

commumtl巴s.

Key Words: Bird communities， Seasonal and annual change， Satoyama (Coppice) 

1. はじめに

近畿大学奈良キャンパスは奈良市郊外の矢田丘

陵にあり、キャンパス内には里山林、湿地、溜

油、沢、草地、庭面、グラウンド、校舎等比較的

多様な環境から構成されている1)今

野鳥類は生態系においては一次消費者、二次消

費者から握禽類のようなより高次の消費者まで、

i幅広い食物連鎖を構成しており、その個体数変動

は生態系にかなり大きな影響を与えていると考え

られる。さらに、野鳥類は生息タイプから留，河、

冬鳥、漂鳥、通過鳥に分けられ、近畿大学

奈良キャンパスでも観察される野鳥類は季節的に

異なる O こうした現象から食物連鎖の季節的変動
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が起こり、それに伴って生態系にも影響を与えて

いると考えられる O また、特に夏鳥や冬鳥などの

移動性の種は、それらの渡り元や渡り先における

環境が繁殖や生存に影響され、それが日本の野

相や各季節の食物連鎖、生態系にまで影響を及ぼ

すことも推察される O

以上のような観点から、ある地域での野鳥類の

儲体数の季節的変動、年次変動の解析はきわめて

重要と考えられる 3)。筆者らはこれまで近畿大学

奈良キャンパスにおいて、生態系の解明を目指し

て、動植物の生態を諦査してきたが、ここでは

1995年から 2010年まで定期的に調査してきた 16

年間の野鳥類の備体数変動の解析結果を報告す

る O なお、 1995 年~ 2006年までの記録について

は、「近畿大学奈良キャンパスにおける野鳥群集

の季節的・年次的変動 6)Jにおいて詳細の発表を

行っているため、今回は詳しく述べないものとす

るO

2. 謂査方法

調査は 1995 年~ 2010年(ただし、 2005年及

び 2008 年の 1 月 ~5 月は調査田数が少ないため

原則としてデータから除いた)の 15年間、原則

として月に 2~5 回行った。時間は、 1995 年~

2007年までは午前 7時 30分から 10時30分の間

の約 90 分間とし、 2008 年~ 2010年は午前 8時

30分から 10時30分の約 90分間とした。原則と

して調査は晴れまたはくもりの日に行い、降水の

ある百はさけた。方法はラインセンサス法山)を

用いた。これについては、近畿大学奈良キャンパ

スの調査池周辺と里山内の一定ルートを歩き、野

鳥の姿、鳴き声、曙りを個体ごとに記録し、それ

らの重複をさけて合計したものを間体数とした。

罷査には、双眼鏡及び望遠鏡を使用した。

1年間の合計個体数を調査回数で割った債を 1

年間の I田の調査あたりの儲体数として、 15年

間の年次変動を調べ、グラフに示した。ただし、

15年間の記録個体数が 15羽以下すなわち 1年当

たりの個体数が l羽以下の場合は、変化傾向が十

分読み取れない恐れがあるので、年次変動、季節

的変動ともグラフには示さなかった。ただし、こ

うした種はむしろ稀少な樟と考えられ、個々の観

察データを文中に示した。 f副本数の減少や増加傾

向については、年次変動の程度を変動係数

(Coefficient of variation: CV)を求めて、カテゴ

1)ー化して示した (1結果」参照)。

種の配列と和名、学名は原則として“Check-

list of J apanese birds" 7) に従った。一部の烏に関

しては、“原色鳥類検索図鑑"8) も参黙した。ただ

し、亜種名および命名年は省略した。

また、各野鳥の個体数変動と季節的移動型およ

び食性との関係を検討した。季節的移動型は各月

の 15年間の餌体数を合計して、各月の 15年開の

調査回数で、割った値をひと月の個体数として季節

約変化を調べ、グラフに表示した。季節の区分は

次のものとする;春 :3 月 ~5 月、夏 :6 月 ~8

月、秋 :9 月 ~ll 月、冬 12 月 ~2 月 O

また、各野鳥の個体数を季節毎に累積して、個

体数の多い}11l'lに積み重ね、食性との関係を調べ

た。すなわち、鳥類における個体数ピラミッドを

作成して、当キャンパスにおける生態系の考察を

行なった。各野鳥の食性に関しては、 f日本の野

9) J、1111渓ハンデイ図鑑日本の野鳥 10)J、桜谷

(2002)2)などによって分類した。

さらに、当キャンパスで確認された各野鳥類の

15年間の累積儲体数を求め、 f間体数と環境

省 11).12)および近畿地里山、奈良県版レッドリス

ト14)に掲載された選定種との関係性を検討・した。

3. 結果

(1) 各野鳥類の個体数の季節約・年次的変動

掘査の結果、当地では 105種の野鳥が記録され

た。それらの個体数変動について述べる。そのう

ち 15年間の調査で、 15羽以上記録できた種は 56

種だ、った。これらの種に関しては季節変動と年次

変動を図示し、さらに、年次変動の変動計数

(CV (%))を示した。変動係数の最低億はシジ、ユ

ウカラの 30%で、最大値はオオマシコの 361%で

あった。よって、ここでは 0~60% を「安定J 、

61 ~ 120%を「やや変動(が)大(きい)J、121

~ 180%を f変動(が)大(きい)J、181%以上

を「かなり変動(が)大(きい)Jといった表現

を取った。

カイツブリ寺ヰ Podicipedidae 

1.カイツブリ γ'achybaptus ruカcollis (Pallas) 

1997年2月(1;n) . 2003年3月 (1羽)の
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2 ;j;jの言己~*ヵτある。

ウ手ヰ Phalacrocoracidae 

2.カワウ Pha/acrocorax carbo (しinnaeus)

1999年5月 (1;j;j)、 2008年6月(1;j;j)、 2010

年3月 (1羽)の計3羽の記録がある O

サギ科 Ardeidae 

3.ゴイサギ Nycticorax nycticorax (Linnaeus) 

1996年2月 (1羽)の記銀だけである O

4.ダイサギ Ardeaalba (Linnaeus) 

2002年9月 (2;j;j) . 10月 (3;j;j)、計5羽見ら

れている O

いずれも調整池に飛来した個体である O

5.チュウサギ Egretta intermedia (Wagler) 

調査期間外で、ごく少数倍体の記録がある O

6.コサギ Egretta garzetta (しinnaeus)

2003年6月 (3羽)の記録だけである O

7.アオサギ Ardea cinerea (しinnaeus)

{季節変動] (図 1a)4 月~6)=1および9月にピー

クがあり、 4~5 lTIlの諦査で 1羽の割合で見られ

るO 冬季と夏季はやや個体数が減少する傾向があ

るO
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図1aアオサギ季節変動

{年次変動] (図 1b)2007年と 2010年は比較的

多かったが、安定している (CV=41%)。全体的

に増加傾向を示している。
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図1bアオサギ年次変動

カモ手~ Anatidae 

8.オシドリ Aix ga/ericulata (Linnaeus) 

調査期間外でごく少数の記録がある O

9.マガモ Anasρlatyrhynchos (Linnaeus) 

」年

匂
O 

[季節変動] (図 2a) 2 月 ~3 月に見られるが、 4

月から 11月は全く見られず、当地では冬烏であ

る。
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菌2aマガモ季節変動

{年次変動] (悶 2b) 1997 年~ 2002年にはほぼ

毎年見られたが、近年はあまり見られない。変動

は大きい (CV 159%)。
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10. カルガモ Anas poecilorhyncha (Forster) 

[季節変動1(図 3a) どークは春季の 3 月 ~5 月

である o 12 月~ l)g 、 8 月~1O月は慣行本数が減

少する O
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間3aカルガモ季節変動

{年次変動1(図 3b)毎年個体数の多い年と低い

年が繰り返されており、全体的に減少傾向にあ

るO やや変動は大きい (CV=84%)0当地では調

整地 A と調整池 Fに飛来しやすい。

個
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図3bカルガモ年次変動

11. コガモ Anas crecca (Linnaeus) 

[季節変動1(園 4a) 12 月 ~3 月頃まで見られ、

ピークは 2月である o 4 月 ~11 月頃は全く見ら

れず、当地では冬鳥である。
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図4aコガモ季節変動

[年次変動1(図 4b) 2001 年~ 2008年の聞は全

く見られなかったが、 2009年には 51自の調査で 1

羽の割合で見られるようになった。増加傾向にあ

るが、当地ではまだ個体数の少ない野鳥である。

調整地 Fに飛来しやすい。やや変動は大きい

(CV=139%) 0 
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図4bコガモ年次変動

12. :3シガモ Anas falcate (Georgj) 

i 
f 

i 

4 

d 年

も/
O 

調査期間外に、調整池Aでごく少数の記録があ

る。

13. ヒドリガモ Anas Penelope (Linnaeus) 

1995年 12月 (2羽)に記録がある。

14. オナガガモ Anas acuta (しinnaeus)

訴査期間外でごく少数の記録がある O
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タカ寺ヰ Accipitridae 

15. ハチクマ Pernis ptilorhyncus (しinnaeus)

1995年9月(1~~)、 1996 年 10 月 (2 ~~)、 1999

年4月 (1;m、2007年5月(1羽)の計5羽の記

録があるだけで、春と秋の渡りの時期に通過した

個体と思われる。

16. トピ Milvus migrans (Boddae吋)

2001年 10月(1~~ ) . 11月(1~~ )、 2008年4

月(1~~)、 2010 年日月(1羽)の計 4 羽記録が

ある O 当地で見られるのは稀である O

17. オオタカ Accipiter gentilis (Linnaeus) 

[季節変動] (図 5a) ピークは 9 月頃~1O月頃

で、春先の 2 月頃~4 月頃も多少見られる。夏季

は殆ど見られない。
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図5aオオタカ季節変動

{年次変動] (留め)2004年は 2拐の調査に 1羽

の割合でよく見られた。 2000年以前は殆ど見ら

れなかったが、全体的に増加傾向を示している O

変動は大きい (CV=141%)0 
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個
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図5bオオタカ年次変動
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18. ツミ Accipitergularis (Temminck & Schlegel) 

1995年2月 (2羽ト 10月 (1羽)、 1996年 10

月 (2~~)、 1998 年 10 月(1 ~~)、 2001 年 10 月 (2

~~)の計 8 羽記録されており、 10 月に多く見ら

れる O

19. ハイタカ Accipiter nisus (Linnaeus) 

{季節変動] (国 6a) 10 月頃~4 月頃まで見られ、

ピークは 12月で夏季は殆ど見られない。
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圏6aハイタ力季節変動

[年次変動] (国 6b) 1995 年~ 1997年および2001

年~ 2004年は比較的見られたがそれ以降は確認

されていなしミ。変動は大きい (CV=124%)。
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20. ノスリ Buteo japonicus (Linnaeus) 

• 

ー年

句。

[季節変動] (図 7a) 8 月 ~4 丹頃まで見られ、 11

月頃がピークであるが、 5 月 ~7 月は殆ど見られ

ない。
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函7aノスリ季節変動

{年次変動] (留 7b)2000 ~ 2002年、 2004~ 2006 

年及び2008~ 2010年は比較的見られたが、それ

以外の年はあまり見られない。変動はやや大きい
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図7bノスリ年次変動

21. サシパ Butastur indicus (Gmelin) 

{季節変動] (Izl 8a) 9 月~1O月頃にかけて最も

よく見られ、 5)=J~6 月にも少々見られる。しか

し冬季は全く見られない。秋の渡りの通過flQ]体と

考えられる O
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個
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数 0.05
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1 23456789101112月

図8aサシパ季節変動

{年次変動] (図 8b) 1996 年~ 1997年及び、 2004

年と 2008 年は個体数が多い。多い年には 5~6

回の調査で 1羽の都合で見られる O それ以外の年

は殆ど記録されていない。変動は大きい

(CV=174%)0 
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図8bサシバ年次変動

ハヤブサ科 Falconidae 

22. ハヤブサ Falco peregrinus (Tunstall) 

1996年 11月(l羽)、 2∞0年 11月(1羽)、 2∞1

年 10月(1羽)、 2∞3年3月 (1羽)、 2∞4年3月

(1 :]:]) . 10月 (1;J~) 、 2∞6 年 3 月(1 ~~) . 10月(1

;m、2007年4月の計 9羽の記録がある O 秋に出

現する傾向が認められる O

23. チョウゲンポウ Falco tinnunculus 

(Linnaeus) 

1995年 2)=J (2羽)、 4月(1;m、1996年 10

月(1;m、1997年 2月(1~~)、 200 年 12 月(1

羽)、 2002年 11月 (2羽)の言1-7~~を確認した。

10 ~ 4月に見られた。

キジ手i↓ Phasianidae 

24. ヤマドリ Syrmaticus soemmeringii 

(γemminck) 

2010年 10月20日(1羽)の記録のみである O

25. キジ Phasianus colchicus (Linnaeus) 

[季節変動] (臨 9a) 2 月 ~6 月頃にかけて多く、

特にピークは 4 月である。 2~5 聞の調査で 1 羽

の割合で見られる。夏季はfl母体数が減少する。



j立後大学奈良キャンパスにおける野鳥群集の季節的・年次的変動 (2) 1995 ijO~ 2010 ijOの調変革古来 23 
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間9aキジ季節変動

[fj三次変動] (閣 9b) 多い年には 2~4 回の調査

で I羽の割合で見られたが、近年は 10回の識査

で l羽見られるくらいである。向じキジ科のコ

ジ、ユケイとは対照的に顕著な減少傾向を示してい

るが、変動は安定している (CV=53%)0 
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図9bキジ年次変動

26. コジュケイ Bambusico/a thoracica 

(Temminck) 

{季節変動] (国lOa) 3 月 ~4 月及び、 7 月がピー

クである o 8月は最も個体数が減少するが、ほほ

年中鳴き声を開くことが出来る O しかし薮に生息

するため姿を見ることはあまりない。
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図10aコジュケイ季蔀変動

[年次変動] (圏 10b)2007年は 1囲の調査で 2羽

の割合で見られ、かなり俄i体数が多かった。変動

は安定している (CV=52%)0キジとは対照的に

顕著な増加傾向であり、当地で、は個体数の多し

通の野鳥である O
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図10bコジュケイ年次変動

ツjレ手ヰ Rallidae 

27. パン Gallinulachloropus (しinnaeus)

2010 年 10月7日(1羽)のみの記録。

チドリ科 Charadriidae 

“年
も/

O 

28. コチドリ Charadrius dubius (Scopoli) 

6 月 ~7 月頃に最もよく見られ、 8 月 ~1 月ま

では全く見られない。当地では初夏にかけて見ら

れる夏鳥である o 2008年及び2009年はかなり偶

体数が多く、 2~5 回の調査で 1 羽の割合で見ら

れる O それ以外の年は殆ど見られなかった。かな

り変動は大きい (CV=203%)。当地ではかなり倒

体数が少ない野鳥である O

29. ケリ Vanellus cinereus (Blyth) 

調査期間外でごく少数の記録がある。

シギ幸ヰ Scolopacidae 

30.クサシギ Tringa ochropus (Linnaeus) 

調査期間外でごく少数の記録がある O

31. イソシギ Actitishypoleucos (しinnaeus)

調査期間外でごく少数の記銀がある O
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32. ヤマシギ Scolopax rusticola (Linnaeus) 

調査期間外でごく少数の記録がある O

ハト科 Columbidae 

33. キジ/'¥ト Streptopelia orientalis (Latham) 

[季節変動] (図 lla)2月頃と 10月頃に 2回の

ピークを迎える o 5 月 ~7 月は↑固体数が減少する O
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国11a キジバト季節変動

[年次変動] (図 llb)2007年と 2008年は l田の

調査で 2~3 羽の割合で見られ、増加傾向を示し

ている O 変動も比較的安定している (CV=50%)0

当地では、{間体数の多い野鳥も一種である。
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図11b キジバト年次変動

34. カワラパト(ドバト) Columba livia (Gmelin) 

[季節変動] (国 12a)夏から秋に比較的見られる

が、それ以外の季節には殆ど見られない。
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図12a カワラバト季節変動

[年次変動] (1翠12b) 変動は非常に大きい

(CV=215%)。
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図12bカワラパト年次変動

35. アオバト Sρhenurus sieboldii (Temminck) 

2003年 3月(1羽)の記録だけである。

カッコウ寺ヰ Cuculidae 

36. ジュウイチ Cuculus fugax (Horsfield) 

調査期間外・調査区域外でごく少数の記録があ

るO

37. カッコウ Cuculus canorus (Linnaeus) 

1996年5月(1::J::J) . 2003年8月 (1羽)の計

2羽の記録がある O

38. ツツドリ Cuculus saturates (Blyth) 

1996年 5月 (2::J::J)、 1997年4月 (2::J::J)、 1999

年5月(1;J::J )、 2010年 9月(1羽)の計6羽の

記録があるだけである。
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39. ホトトギス Cuculus polioceρhalus 

(Latham) 

[季節変動1(図 13a) 6 月をピークに 5 月 ~7 月

頃記録され、多くは鳴き声で確認している O それ

以外の季節には殆ど確認がない。
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思13aホトトギス季節変動

[11三次変動1(図 13b)年次変動が激しく、 1995年、

1996年、 1998年、 2002~ 2004年、 2009~ 2010 

年には比較的多く記録され、それ以外の年には記

録が少ない。やや変動が大きい (CV=70%)0
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図13bホトトギス年次変動

フク口ウ手ヰ Strigidae 

40. フクロウ Strix uralensis (Pallas) 

d 年

令/
O 

調査期間外にl鳴き声の記録があり、また巣立ち

雛の記録もあるので、当地で繁殖しているものと

思われる。

アマツバメ科 Apodidae 

41. ヒメアマツバメ Apus affinis (Gray) 

1999年 3月(1羽)、 2006年 12月(12)j)j)、

2007年 10月 (6羽)の計四羽の記録がある O

42. アマツバメ Aρus pacificus (しatham)

{季節変動1(閣 14a)9 月 ~ll 月頃によく見られ、

ピークは 10月である。 1月にも少々見られるが、

それ以外の月は全く見られない。
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図14aアマツバメ季節変動

{年次変動1(鴎 14b) 1995 年~ 1997年および

2001年、 2008年は比較的多く見られた。かなり

変動は大きく (CV=21O%)、多い年には 5囲の

識査で l羽の割合で見られている O
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図14bアマツバメ年次変動

カワセミ手ヰ Alcedinidae 

43. カワセミ Alcedo atthis (Linnaeus) 

年

% 

[季節変動1(図 15a)年中見られるが、ピークは

10月で 2月は最も偲体数が減少する。
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図15a カワセミ季節変動

[年次変動] (国 15b)2004年までは比較的安定で

あったが、 2006 年~2009年はやや増加し、 2010

年は減少した。やや変動は大きい (CV=85%)0
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因坊b カワセミ年次変動

キツツキ科 Picidae 

44.アリスイ Jynx torqui/la (Linnaeus) 

調査期間外でごく少数の記録がある O

45.アオゲラ Picus awokera (Temminck) 

品年

も/。

[季節変動] (図 16a) ピークは 2 月 ~3 月頃であ

る。夏季は個体数が減少し、春先に増加する傾向

を示している O
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図16a アオゲラ季館変動

[年次変動] (図 16b)毎年個体数の増減はある

が、全体を通してみると個体数は安定している

(CV=54%)0 
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図16bアオゲラ年次変動

46膚アカゲラ Dendrocopos major (しinnaeus)

{季節変動] (図 17a)ピークは 10月である O 春

と夏季は{肢体数が減少する傾向を示している。
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図17aアカゲラ季節変動

[年次変動] (図 17b) 1998 年~2002年の問は全

く見られず、それ以降は年々増加担向を示してい

るO 変動は大きい (CV=122%)0
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47.コゲラ Dendrocopos kizuki (Temminck) 

[季節変動] (国 18a)ピークは 6月で、ほほ年中

安定して見られる O しかし 8月はかなり個体数が

減少する。
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図18aコゲラ季節変動

[年次変動] (閣 18b)2007年以降はやや個体数

が増加するようになり、全体的に増加傾向であ

る O 近年は 1 聞の調査で 1~3 羽の割合で見られ

るO 当地では個体数が多く、かなり普通の野鳥で

安定している (CV=55%)0
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図18bコゲラ年次変動

ヒバリ手ヰ Alaudidae 

48. ヒバ1) Alauda arvensis (しinnaeus)

{季節変動] (図 19a)春から初夏にかけて増加

し、 ι後冬にかけて減少する。
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悶19aヒバリ季節変動

[年次変動] (図 19b)変動は大きく、 1995年~

2001年までは毎年比較的見られたが、それ以昨

はあまり見られなくなった。しかし、 2006年か

らまた見られるようになった。変動はやや大きい

(CV=85%)。
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図19bヒバリ年次変動

ツ1¥メ手ヰ Hirundinidae 

49.ツ1¥メ Hirundorustica (Linnaeus) 

{季節変動] (図 20a)3月から見られ6月にピー

クを示し、以降減少し 10月頃まで見られるが、

冬季には見られない。
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図20aツバメ季節変動
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[年次変動1(図 20b) 多少変動するものの

(CV=79%)、先較的に安定して見られる。毎年、

校舎に営巣して繁殖している。
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図20b ツバメ年次変動

50. コシアカツバメ Hirundo daurica (しinnaeus)

[季節変動1(図 21a) 5 月~1O月頃まで見られ、

ピークは 8月である O しかし 7月には減少する O

冬季は全く記録されず、当地では夏鳥である。
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臨21a コシアカツバメ季節変動

{年次変動1(国 21b)2∞6年は全く見られなかった

ものの、翌年にはかなり多く見られた。全体的に

増加傾向であり、やや変動は大きい (CV=64%)。

ほほ毎年、校舎に営巣・繁殖しているのを確認し

ている O
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国21b コシアカツバメ年次変動

セキレイ手ヰ Motacillidae 

51. キセキレイ Motacilla cinerea (Tunstall) 

[季節変動1(図 22a) 9 月~ 12月頃に多く、特に

ピークは 10月である o 6月頃もやや見られるが、

他の月は殆ど記録されない。
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図22a キセキレイ季第変動

[年次変動1(関 22b)2006年から倒体数が増加

し、近年は 3~5 回の調で 1 ;J~の割合で記録され

ている。当地では個体数の少ない野鳥であるが、

顕著な増加傾向を示している O やや変動は大きい
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図22b キセキレイ年次変動

52. ハクセキレイ Motaci/la alba lugens 

(しinnaeus)

{季節変動1(図 23a) 9 月 ~3 月に比較的見られ、

夏季はほとんど見られない。
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図23aハクセキレイ季節変動

[年次変動] (図 23b)2004年、 2007~ 2009年に

比較的多く見られた以外は、 f悶体数はやや少な

く、 2000年と 2001年、 2006年は見られなかった。

当地では個体数はかなり少ない。変動もやや大き

い。 (CV=125%)。
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図23bハクセキレイ年次変動

53.セグロセキレイ Motacilla grandis (Sharpe) 

{季節変動] (図 24a)8月以外は比較的年中見ら

れる。
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図24aセグ口セキレイ季節変動

{年次変動] (図 24b)1995 ~ 2003年までは減少

傾向にあったが2006~ 2010年は上昇傾向に変

わった。変動も安定している (CV=57%)。
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図24bセグロセキレイ年次変動

54. ビンズイ Anthus hodgsoni (Richmond) 

{季節変動] (図 25a)10 月頃~5 月頃まで見られ、

3月にピークを示す。夏季には見られない。当地

には越冬のために飛来していると考えられる。
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図25aピンズイ季節変動

{年次変動] (閣 25b) 1995 年~ 1998年は比較的

安定して見られたが、 1999 年~2003年は個体数

が少なく、 2004年からまた増加領向を示した。

2006年からまた減少し、近年は増加傾向にある O

変動はやや大きい (CV=80%)。
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図25bピンズイ年次変動

サンショウクイ手ヰ Campephagidae 

55.サンショウクイ Pericrocotus divaricatus 

(Raffles) 

1996年5月 (1;J~) ・ 1999 年 4 月(1 ~~) . 2000 

年5月(l:m.2001年 5月(1;]:J) . 2001年9月

(1羽)・ 2002年 4月(1;J~) . 2003年 4月 (1;J~) ・

2007年 4月(1羽)の計8羽の記録がある O

ヒヨドリ手ヰ Pycnonotidae 

56. ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis 

(Temminck) 

{季節変動] (図 26a)1年中かなり見られるが、

10月l現にピークを示した。これは渡りと考えら

れる個体がキャンパスの上空を群れで通過してい

くためで、ある。
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思26aヒヨドリ季節変動

[年次変動] (図 26b) 1995 年~ 2000年は比較的

安定していて、 l恒!の調査で5羽程度見られたが、

その後増加を示し 1I司の調査で 20;J~前後見られ

るようになった。 2006年からは変動が少ない
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図26bヒヨドリ年次変動

モズ科 Laniidae 

57.モス‘ Lanius bucephalus 

(Temminck & Schlegel) 

[季節変動] (図 27a)9 月頃~3 月頃までよく見

られ、ピークは 10月頃で秋に多い。
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図27aモズ季節変動

[年次変動] (図 27b)毎年安定して見られる
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図27bモズ年次変動
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ツグミ手ヰ Turdidae 

58. コマドリ Erithacus akahige (Temminck) 

調査期間外でごく少数の記録がある。

59.ノゴマ Luscinia calliope (Pallas) 

当地では、 1998年 10月 18日に校舎内で 1羽

の雄の死亡個体が拾われた記録だけである。

60. コルリ Luscinia cyane (Pallas) 

2010年9月 (2羽)の記録だけである O

61.ルリビタキ Tarsiger cyanurus (Linnaeus) 

[季節変動] (隠 28a) 11 月 ~4 月頃まで見られ、

冬季がピークである O
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図28aルリビタキ季節変動

{年次変動] (図 28b)1995年以降減少傾向にあっ

たが、近年は多く見られるようになった。変動は

ややある (CV=88%)o
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図28b)レリビタキ年次変動

62.ジョウピタキ Phoenicurus auroreus (Pallas) 

i季節変動] (悶 29a)10 月頃~4 月頃まで見られ、

11月にピークを示すが、 3月頃までは比較的多く

見られる O
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国29aジョウピタキ季節変動

{年次変動] (菌 29b)安定して見られ (CV=40%)、

特に増加傾向や減少傾向は認められない。比較的

儒体数が多い。
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63. ノピタキ Saxicola torquata (しinnaeus)

2001年 10月 (6;j;j)、 2004年 l月(1羽)の計

7 ;j;jTi{gB，?::'.されている O

64， トラツグミ Zoothera dauma (Latham) 

1996年 12月(1;j;j)の記録がある O

65.ク口ツグミ ア"urduscardis (Temminck) 

調査期間外でごく少数の記録がある O

66. アカハラ Turdus chrysolaus (Temminck) 

2007年4月 (1;j;j) . 2009年4月 (1;j;j)・ 2010

年4月 (2羽)の計4羽の記録がある。

67. シ口ハラ Turdus pallidus (Gmelin) 

{季節変動] (菌 30a) 10 月 ~6 月まで見られ、

ピークは 12月である。
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図30aシロハラ季節変動

[年次変動1(函 30b) 比較的安定しているが、

2009 年~ 2010年の聞に急激に増加した。変動は

大きい (CV=130%)。
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図30bシロハラ年次変動

68. ツグミ Turdus naumanni (Temminck) 

[季節変動1(閣 31a)11 月頃~5 月頃まで見られ、

2月がピークである o 6 月~1O月は全く見られな
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密31aツグミ季第変動

{年次変動1(図 31b) 1995 年~ 1998年はかなり

多く見られ、 1罰の調査で 5羽前後見られた。そ

れ以降かなり減少したが、また増加傾向にある。

変動はやや安定 (CV口 85%)0
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函31bツグミ年次変動

ウグイス寺ヰ Sylviidae 

69. ヤブサメ Urosρhena squameiceρs 

(Swinhoe) 

{季節変動1(図 32a) 4 月 ~11 月頃まで見られ、

9月にピークを示し、秋から冬にも見られたが当

地では夏鳥である。
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図32aヤブサメ季節変動

[年次変動1(図 32b)1998年、 2007年は比較的

多く見られ、 2004年は全く記録がないが、 1995

年~ 2010 if三は比較的安定して見られている O 変

動はやや安定 (CV=85%)0
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図32bヤブサメ年次変動
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70. ウグイス Cettia diphone (Kittlitz) 

[季節変動] (鴎 33a) 4 月 ~6 月のさえずりの

時期にピークを迎え、夏季は減少する。当地では

年中見られる O
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鑓33a ウグイス季節変動

{年次変動] (図 33b) 顕著な増加傾向をしてお

り、最も多い 2009年には l田の調査で 4;J;Jの割

合で見られ、安定している (CVロ 49%)。当地で

は個体数が多く、出現頻度の高い野鳥の一種であ

る。営巣も確認されている。
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図33b ウグイス年次変動

74. センダイムシクイ Phylloscqρus coronatus 

(Temminck & Schlegel) 

1995年 4月、 1996年4月、 1997年 5月、 2003

年4月、 2009年 5月にそれぞれ l羽ずつ、計 5

羽の記録があり 4月に良く見られる O

75. セッカ Cisticola juncidis (Rafinesque) 

1998年 5月31日1;J;Jの記録がある O

ヒタキ手ヰ Muscicapidae 

ア6. キビタキ Ficedula narcissina (τemminck) 

{季節変動] (閣 34a) 5 月 ~7 月頃までよく見ら

れる O 特にピークは 6月で、 11月に少々見られ

るが、当地では夏烏である。

0.35 

0.3 

0.25 

{掴
0.2 

体 0.15

数 0.1 

0.05 

O 
企 /¥

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

図34aキビタキ季節変動

[年次変動] (図 34b)2001年までは記録されて

いなかった。しかし 2002年以降記録されるよう

になり、 2009年はかなり多く見られた。そのた

め、かなり変動は大きい (CV=215%)0 当地では

まだ個体数の少ない野鳥である O

0.6 

71. オオヨシキ 1) Acrocephalus arundinaceus 0.5 

(Linnaeus) 0.4 

1997年4月(1;J;J)の記録だけである。 個 0.3
体
数 0.2

72. メボソムシクイ Phylloscoρus borealis 0.1 

(Blasius) 

調査期間外に少数の記録がある。

ア3. エゾムシクイ Phylloscopus borealoides 

(Portenko) 

2000年4月 (2;J~) . 2002年4月(1羽)・ 2010

年 10月 (3羽)の計6羽の記録がある O

主
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図34bキビタキ年次変動

77. ムギマキ丹cedulamugimaki (Temminck) 

1998年 10月24日に 1;J~の記銀だけである O
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78. オオル1) Cyanoρtila cyanomelana 

(すemminck)

{季節変動] (図 35a) 4 月 ~6 月頃まで見られ、 5

月がどークである O それ以外の月は殆ど見られな

い。 渡りの通過鯛体であると考えられる。

0.2 

0.15 

{閤 0.1

体
数 0.05

O 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

阻35aオオルリ季節変化

{年次変動] (図 35b)1995年、 2004年、 2006年、

および2008年以降は全く記録されていない。当

地ではまれな野鳥であり、変動はやや大きい

(CV=96%)。
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ア9. サメピタキ Muscicapa sibirica (Gmelin) 

2002年 10月 (3~~)の計 3 羽の記録がある。

80. エゾピタキ Muscicapa griseisticta 

(Swinhoe) 

{季節変動] (図 36a) 9 月頃~1O月頃に見られ、

ピークは 10月である。それ以外の月は全く見ら

れず、当地では秋の通過個体であると考えられ

るO
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図36aヱゾピタキ季節変動

{王f:ー次変動] (図 36b)1996年、 2004年、 2006年、

2008年、 2010年はよく見られたが、それ以外の

年は殆ど見られない。そのため変動は大きい

(CV=150%) 0 
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図36bエゾピタキ年次変動
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81. コサメピタキ Muscicaρa dauurica (Pallas) 

1995年 9月(1~;J) ・ 2006 年 9 月(1 ~~)・ 2008

:ff 9月(1~~) . 2009年 9月(1~~) . 2010年 9月

(4 ~~) . 2010年 10月 (1~~)の計 9 羽の記録が

あり、特に 9月の記録が多い。

カササギヒタキ手ヰ Monaruchidae 

82. サンコウチョウ ア'erpsiphoneatrocaudata 

(Eyton) 

1995年6月 (3~~) . 1995年 7月(1~~) . 2003 

年5月(1羽)の計5~~の記録がある。 他に、調

査時間外でも確認されている O

エナガ手ヰ Aegithalidae 

83. エナガ Aegithaloscaudatus (Linnaeus) 

{季節変動] (図 37a) 11 月~ 12月にピークを逆
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える。 7月は一番減少するが、年中見ることがで

きる。
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図37aエナガ季節変動

{年次変動] (函 37b)2006年と 2007年は多く見

られた。それ以外の年は l 閣の調査に 1~2 羽の

割合で見られ、やや変動が大きい (CV=85%)0

当地では{図体数が多く、出現頻度の高い野鳥の一

種である O 営巣も確認されている O
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図37bコニナガ年次変動

シジュウカラ寺ヰ Paridae 

84. ヒガラ Parus ater (Linnaeus) 

{季節変動] (図 38a) 11 月 ~5 月頃まで見られる

が、どークは l 月 ~3 月頃で、 6 月~ 10月は全

く見られない。当地では冬鳥である O
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図38aヒガラ季節変動

{年次変動] (図 38b)1996 年~ 1997年は比較的

見られたが、それ以鋒は全く記録されていない。

変動はかなり大きい (CV=284%)0 
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認38bヒガラ年次変動

85.ヤマガラ Parus varius 

(Temminck & Schlegel) 

[季節変動] (図 39a) 年中見られるが、 7 月 ~8

月は少ない。
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図39aヤマガラ季節変動

{年次変動] (図 39b)1995年、 2002年、 2006年、

2008年は偲体数がかなり少なく、それ以外の年
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は比較的安定して見られる (CV=82%)0
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86. シジュウカラ Parus major (Linnaeus) 

[季節変動1(図 40a)2月にピークを迎え、それ

j:)、外の月でも年中見られる。夏季の 7~8 月は個

体数が減少する O
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図40aシジュウカラ季節変動

[年次変動1(鴎4Ob)かなり安定しており (CV=抑 6)、

増加傾向にある。近年は 1 回の調査に 1~2 羽の

割合で見られる O 当地では個体数が多く、よく見

かける普通の野鳥である O
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図40bシジュウカラ年次変動

メジ口手ヰ Zosteropidae 

87. メジロ Zosterops japonicus 

(Temminck & Schlegel) 

[季節変動1(国 41a) 10 月~ 12月に多く見られ、

7月と 8丹は少ない。

5 

4 

3 

n
t
 

個

体

数

O 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

図41aメジロ季節変動

[~三次変動1 (図 41b)安定して見られ (CV=72%)、

特に増加傾向や減少傾向は見られない。
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図41bメジロ年次変動

ホオジ口幸.;r Emberizidae 

88. ホオジ口 Emberiza cioides (Brandt) 

[季節変動1(国 42a) ほぼ年中見られるが、 8月

はやや減少傾向を示す。
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図42aホオジロ季節変動



近~，~大学奈良キャンパスにおける野鳥1洋条の季節的・年次的変動 (2)1995 年~ 2010 "1三の調査結果 37 

{年次変動] (図 42b)2003年、 2007年はやや少

なかったが、それ以外の年はかなり安定して見ら

れる (CV=33%)。
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図42b ホオジロ年次変動

89. カシラダカ Emberiza rustica (Pallas) 

[季節変動] (図 43a) 10 月 ~3 月頃まで見られ、

特に 12月がピークである o 4 月 ~9 月頃は全く

見られず、当地では冬鳥である。
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図43a カシラダカ季節変化

[年次変動] (図 43b)2010年は矧体数が多く、 2屈

の調査で I羽の都合で見られた。しかし殆ど見ら

れない年もあるため、変動は大きい (CV=173%)。
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函43b 力シラダ力年次変動

90. アオジ Emberiza spodocepha/a (Pallas) 

{季節変動] (図 44a) ピークは 11 月~ 12月頃で

あり、 1 拐の調査で 1~2 羽見られる o 5 月~1O

月の聞は全く見られず、当地では冬鳥である O
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図44a アオジ季節変動

{年次変動] (図 44b) 1995 年~ 2004年まではや

や減少傾向であったが、 2006年以降は増加傾向

にある。特に 2009年は個体数がかなり多い。全

体的に増加傾向を示しており、平均して l回の調

査で 2羽の割合で見られる o (CV=109%) 

信 1;「一一一一一一一一仁
体
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歯科b アオジ年次変動

アトリ科 Fringillidae 

91. アトリ Fringilla montifringilla (Linnaeus) 

{季節変動] (関 45a) ピークは 1fI ~ 3月であ

るO また 10月にもやや少数見られる O 夏季は全

く見られず、当地では冬鳥である O
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図45aアトリ季節変動

{年次変動] (図 45b)1996年と 2009年に確認で

きた。それ以外の年は全く確認されていない。か

なり変動は大きい (CV=320%)0
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図45bアトリ年次変動

92. カワラヒワ Carduelis sinica (しinnaeus)

{季節変動] (図 46a) ピークは 2回あり、 4月と

12 月である。 1~2 回の調査で l 羽の割合で見ら

れる o 9}~ は全く見られない。
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国46a力ワラヒワ季節変動

[ij三次変動] ([立[46b)2008年までは比較的安定

であったが、 2009年と 2010年は個体数が増加し

た。個体数は多い方であるが、やや変動は大きい
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国46bカワラヒワ年次変動

93. マヒワ Carduelis spinus (しinnaeus)

[季節変動] (図 47a)冬季に見られ、当地では冬

烏である。
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図47a マヒワ季節変動

[主i三次変動] ([翠 47b)1995年と 1996年にはかな

り見られたが、それ以降は殆ど見られない。変動

もかなり大きい (CV=221%)0
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図47bマヒワ年次変動

94. オオマシコ Carpodacus roseus (Pallas) 

{季節変動] (国 48a) ピークは 1 月 ~3 月頃であ
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るO

る。夏季は全く記録されず、当地では冬鳥であ
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函48a オオマシコ季節変動

{年次変動] (図 48b) 1997年に最も多く見られ、

I屈の調査で l羽の割合で見られた。しかし 1996

年にごく少数見られたものの、それ以外は全く記

録されていない。当地ではまれな野鳥である O 変

動はかなり大きい (CV=361%)。
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図48bオオマシコ年次変動

95. ベニマシコ Uragus sibiricus (Pallas) 

[季節変動] (凶 49a) 11 月 ~4 月頃まで見られ、

12 月 ~3 月がピークである o 5 月~1O月は殆ど

見られない。当地では冬鳥である。
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図49a ベニマシコ季節変動

{年次変動] (図 49b)1996年と 1997年は僧体数

は比較的多かったが、それ以外の年は少なく変動

はやや大きい (CV=73%)0 
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96. ウソ Pyrrhulaρyrrhula (Linnaeus) 

{季節変動] (国 50a) 1 月 ~3 月がピークで、そ

れ以外の月はあまり見られない。

0.7 

0.6 

0.5 
個

0.4 
体
数 0.3

0.2 

0.1 

舟

〆i
/ 

1/ 

1¥/木下 1〆;v-
O 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

図50a ウソ季節変動

[年次変動] (図 50b)2007年によく見られたが、

減少傾向を示している o 2008 年~ 2010年の聞は

全く記録されなかった。 2~3 回の調査に 1 羽の

割合で見られる年もあれば、全く見られない年も

あり、変動が大きい (CV=143%)0 
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図50b ウソ年次変動
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97. イカJレ Eophona personata 

(Temminck & Schlegel) 

{季節変動1(鴎 51a) ぜークは 12月-1月、お

よび4月である。夏季は個体数が減少する傾向を

示している。
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100. スズメ Passer montanus (Linnaeus) 

[季節変動1(図 52a) ほほ年中多くの個体数が見

られる O
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図51a イカル季節変動

{年次変動1(図 51b) 1997年、 1998年、 2009年

はよく見られ、 l囲の調査に 1-2羽の割合で見

られた。しかし全体的に減少傾向を示しており、

2006年、 2008ij三、 2010年は全く記録されなかっ

た。やや変動は大きい (CV=93%)0
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98. シメ Coccothraustes coccothraustes 

(Linnaeus) 

2009年の l月-4月に多く見られたが、それ

以降はあまり見られない。

1¥タオリドリ手ヰ Ploceidae 

99. ニュウナイスズメ Passer rutilans 

(Temminck) 

1996年4月(1;j;j)、 2000年4月(1;j~)、 2001

年3月 (7;j~)、 2002 年 4 月 (n~) の計 10 羽の

記録がある O ソメイヨシノの開花時期に来て花を

食べている個体が観察されている O

[年次変動1(図 52b) 毎年かなり安定して見ら

れ、 1屈の調査で平均 3;j~- 5羽見られている O

年を追うごとに上昇傾向にある O 変動も安定して

いる (CV=50%)。
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ムクドリ科 Sturnidae 

101. ムクド1) Sturnus cineraceus (Temminck) 

[季節変動1(関 53a)4月-6月頃に見られ、 7

月にピークを示す。
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{年次変動] (閣 53b)2003年、 2008年は飼体数

が比較的多かったが、ほとんど見られない年もあ

る。変動は大きい (CV=232%)0
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図53bムクドリ年次変動

カラス手ヰ Corvidae 

102.カケス Garrulus glandarius (Linnaeus) 

{季節変動] (関 54a) ピークは 1 月 ~2 月、およ

び10月である O その他の月は少々見ることがで

きる O 多い時期には 5~6 田の調査で 1 羽の割合

で見られる O
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函54aカケス季節変動

[年次変動] (図 54b)2007年はよく見られたが、

く見られない年もあり、全体的に変動は大きい
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103.ハシボソカラス Corvus corone (Linnaeus) 

{季節変動] (図 55a)ほほ年中見られるが、 5月

にピークカ守忍めらj工る。
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図55aハシボソカラス季節変動

[年次変動] (図 55b)増加傾向を示しており、変

動も安定している (CV=62%)。
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104.ハシブトカラス Corvus macrorhynchos 

(Wagler) 

[季節変動] (図 56a)誌ぼ毎月見られる。 10月が

ピークで8月に少し減少する O
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図56aハシブ、トカラス季節変動
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[年次変動] (図 56b)1自の調資平均 I羽から 3

羽の割合でみられる。 2008年と 2009年は多く碑

認された。変動も安定している (CV=46%)0 
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チメドリ科 Timaliidae 

105. ソウシチョウ Leiothrix lutea (Socopoli) 

2010年 11月四日(1羽)の記銀がある。調査

期間外でもごく少数が記録されている。

(2) 野鳥類の生患タイプと栄養段階からみた個体

数変動

表 lに野鳥の生息タイプ、栄養段階と個体数の

年次変動との関係を示した。

一次・二次消費者の留鳥では、キジバト、メジ

ロ、スズメ等、毎年安定して生息している種が多

かった。以前のデータと比べると、安定して生息

している種と判断された、ホオジロ、ウグイスは

数の増加額向が見られた。キジは変わらず減少額

向にあり、反対にコジュケイは個体数が安定し

た。冬烏では、シロハラ、ツグミ、アオジ等が増

加傾向を示した。また、エナガ等年次変動の大き

い種も少なくなかった。

一次・三次消費者では、コゲラ、モズ、ツバメ

等複数の種が安定して生息していることが認めら

れた。カワセミのように，l-:J、前は安定していた種

や、セグロセキレイのように減少傾向にあった種

が増加傾向を見せた。反対に、夏鳥のオオルリが

減少しほとんど記録されなくなった。

三次・四次出費者では安定した種はいなかっ

た。変動が大きかった習鳥のハイタカが増加傾向

にあり、過去において増加傾向が見られた留鳥で

あるオオタカが減少傾向に変わった。他の猿禽類

として、変動が大きかった夏烏のサシパが減少傾

向となった。

(3) 各季節における野鳥類の種類別累積銅体数と

食性の関係

1995年から 2010年まで記録された各野鳥の倒

体数を累積し、対数にして下からil;!il体数の多い)IIN

表 1 野鳥類の生J怠タイプ、栄養段階と個体数年次変動の関係

生息タイプ
』23i7IJ，gu全2ョ 夏}，ろ

栄養段階 ftriJ有j
通jEi鳥

コジュケイ、キジバト、
ヒヨドリ、シジュウカ

安定 ラ、メジロ、スズメ、ノ、 ジョウピタキ
シボソガラス、ハシブト
ガおラス

一次二次消費者同J] iウグイス、ホオジロ、 コガモ、シロハラ、
カワラヒワ ツグミ、アオジ

i減少 キジ ヒガ、ラ

カルガモ、カワフノ〈ト、
カシラダカ、

変動大 エナガ ウソ イカル|キビタキ
ベニマシコ

エゾビタキ
ムクドリ、カケス

安定 アオゲラ、コゲラ、モズ ツノてメ

増加
カワセミ、キセキレイ、 ホトトギス、 ; 

二次・三次消費者 セグロセキレイ、ヤマガラ コシアカツノfメ;

(昆虫食、魚食者) 減少 [ オオルリ

変動大 Iアオサギ、アカゲラ ヤブサメ
ハクセキレイ、

ヒノfリ ビンズイ、ルリピタキ;

i安定

三次.fm次消費者 増加l ハイタカ

(ð~~'禽~J~) 減少 オオタカ、サシノt

変動大 ノスリ



近畿大学奈良キャンパスにおける野鳥i洋条の季節的・年次的変動 (2)1995 年~ 2010年の前交給来 43 

{立に並べ、さらに食性との関係を調べた(図

57)0なお、 15年間の調査で l羽しか記録されな

かった野鳥も~!に示したが、偶然的な飛来とも考

えられるので、分析の対象から除外し、 2:]:]以上

の視について分析した。

春季はヒヨドリが最も多く、次いで、スズメ、ホ

オジロ、ツグミ、ウグイスの)I!貢であった。これら

は全て一次・二次消費者で、あった。猛禽類はオオ

タカ、ノスリ、ハイタカ、ハヤブサ、ハチクマが

記録されており、特にハイタカ、ハヤブサ、ハチ

クマ儒体数はかなり少なくこのピラミッドの上部

に位寵している。また、昆虫類を食べるアカゲラ

もピラミッドの上位に位置している O

夏季は個体数が最も多いのはスズメで、以下ツ

バメ、ヒヨドリ、メジロ、ホオジロの順で、昆虫

食のツバメ以外はやはり一次・二次活費者であっ

たo d11i禽類はノスリ、オオタカで、このピラミッ

ドの頂点になった。 魚、食性のアオサギ、カワセ

ミ、上位に位置し、昆虫食のキセキレイ、サンコ

ウチョウ、ハクセキレ、オオルリも上位に位置し

ている O 全般的に備体数は少ない。

秋季は最も個体数が多かったのはヒヨドリで累

積個体数は数千羽に達した。次いでスズメ、ハシ

ブトカラス、ホオジロ、メジロの)I!夏であったo d孟

禽類は秋には比較的多く見られ、ノスリ、オオタ

カ、サシパは中{立の部分に出現し、ツミ、ハヤブ

サ、ハイタカ、ハチクマ、チョウゲンボウなどは

上位に位置していた。 魚、食性のアオサギ、カワセ

ミ、ダイサギなどは比較的上位に位置していた。

冬季はツグミが最も僧体数が多く、次いで、ヒヨ

ドリ、ホオジロ、メジロ、スズメの順で、いずれ

も一次・二次消費者であり、 13位のアオジまで

同様の領向であった。 猛禽類はノスリ、オオタ

カ、ハイタカ、チョウゲンボウ、ツミが見られ、

いずれもこのピラミッドの上位の部分を占めた。

魚、食性のカワセミ、アオサギもやや上位を占める

傾向にあった。

以上のように、四季を通じて野鳥類の累積鯛体

数は一次・二次活費者が多く、次いで、昆虫食の野

鳥、次に魚食性の野鳥、そして鴫乳類や小鳥を捕

食する猛禽類が上位を占めるという個体数のピラ

ミッドが認められた。野鳥にi良定されてはいる

が、当地ではこうした食物連鎖から、四季を通じ

て生態系はかなり安定して成り立っていると思わ

れる O

(4) レッドリスト種と個体数

表 2は、当キャンパスにおける野鳥の 15年間

の累穣個体数(少ない順に配列)と環境省、近畿

地区および奈良県販の各レッドリストの選定状況

を示したものである O レッドリストの選定にあ

たっては、個体数が少ない種、あるいは減少額向

にある種、生息環境の変化等により減少すると予

測される種が対象にされていると考えられる。当

キャンパスに生息し、上記3種のレッドリストに

掲載されている穫の多くは累積儒体数が 10羽以

下である。しかし、アオジ、ピンズイのように累

積個体数が 100羽を越え、記諒されやすい種が存

在している。また、オオタカ、ハイタカは毎年記

録があることから、 iliキャンパスは高次出費者が

安定して生息できる環境にあると考えられる O

4. 考察

15年間の調査結果より、累積{国体数が l羽以

下のいわゆるまれな種は 13種であった(表 2)。

1995 年~ 2006年の記録の際には、同じ条件の穫

が 14種いた。この 5年間で新たに記録された種

がいることを含めると、以前はまれと判断された

種を記録する機会が増えたと思われる O それで

も、累穣個体数が1桁台の穏があり、なおかっそ

れらの鳥類はレッドリスト種であることが多い。

また、レッドリスト干重でなくとも、当キャンノTス

の環境の変化に伴い記録することが少なくなった

種もいる O わかりやすい例でいえばキジである 0

1995 年時点では、 2~3 回の調査で 1 JEi!は記録で

きていたにも関わらず、 2010年ではほぼ見るこ

とがなくなった。この原腐として、以前はキジが

多く記録できていた草地が開発され、士IIIになった

ことがあげられる。加えて、エサや生息地の競合

相手となりうるコジュケイは数を増加させてい

る。議数の原因が重なり、キジは生息地を移動し

たと考えることができる O このように、必ずしも

レッドリスト種だけを追いかけるのではなく、環

境の変化や在来種の移行を含め、広い視野を持つ

継続的な調査が必要となる O

(15年間で 15羽)以上の儒体数が観察さ

れた野鳥のうち、一次・二次消費者で皆鳥は 20

種であった。これらの額のうち、キジノfト、ヒヨ

ドリ、シジュウカラ、メジロ、スズメ等、普通の

野鳥の年次変動はかなり小さい。また、ウグイ
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ス、ホオジロ等、増加傾向にある種もいることか

ら、当キャンパス内において安定した繁殖も行わ

れていると考えられる O このことは、二次・三次

消費者であるカワセミやアオゲラでも確認されて

いる O つまり、高次消費者も安定して生怠できる

状況であることが窺える o ~jJこのことより、野

類にとって当キャンパスは安定した環境であると

推i朋できる O

しかし、 2010年には特定外来種として環境省

から指定されているソウシチョウの進入が記録さ

れた。記録数は現段階では少数であるが、今後繁

殖を行い増加することも考えられる。その際、在

来種との競合が発生する可能性がある O

今回の調査は里山を伴う大学キャンパスとい

う、かなり限定された地域で、行われた O 野鳥は移

動性に優れている。その環境が適していれば毎年

訪れることもあり、適さなければ加の場所に去っ

てしまう O 人間の活動、ソウシチョウのように競

合種となる可能性がある外来種の進入、あるいは

季節的移動型の烏であれば諸外国の状況、それら

が与える影響を判断するためにも、今後とも継続

した調査を行っていくことが重要となる。
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表2 近畿大学奈良キャンパスにおける野鳥の累積個体数と各レッドリスト及び特定外来穫の選定状況

稜名
累積 選定状況

種名
累積 選定状況

f品|体数環境省近議地区 奈良県 似 体 数 環 境jZ 近畿地区 奈良県

イソシギ + @ O マガモ 24 O 
オシドリ + X O アマツバメ 25 
オナガガモ + オオルリ 27 O 
クサシギ + O O コガモ 27 
ケリ 十 カケス 37 
コマドリ + O O カシラダカ 38 
ジュウイチ + @ @ エゾビタキ 42 O 
ノゴマ 十 。 オオタカ 44 o O 。
フクロウ + O O アトリ 50 
ミヤマホオジロ + O O ハクセキレイ 50 
アリスイ 十 O o ヤブサメ 50 
ヤマシギ + O キセキレイ 54 
クロッグミ ÷ O O ノスリ 57 O O 
アオノtト o ヒカ、ラ 71 
オオヨシキリ O ホトトギス 74 O 
ゴイサギ O カワセミ 77 O 
セッカ O ルリピタキ 79 O O 
ソウシチョウ 大 アオサギ 88 
ノTン ウソ 88 
ムギマキ オオマシコ 88 
メボソムシクイ O O ヒノ可リ 96 
ヤマドリ 1 アオゲ?ラ 100 O O 
カイツブリ 2 シメ 101 
カッコウ 2 。 O カルガモ 125 
コルリ 2 O O キジ 170 
トラツグミ 2 @ O シロノ、ラ 179 
カワウ 3 コシアカツノTメ 182 
コサギ 3 ベニマシコ 214 
サメビタキ 3 × ヤマガラ 221 
トピ 3 ビンズイ 262 O O 
アカハラ 4 O ムクドリ 273 
センダイムシクイ 4 O O ジョウビタキ 297 
サンコウチョウ 5 O O アオジ 300 O @ 

ダイサギ 5 セグロセキレイ 324 
/¥チクマ 5 O @ O カワラヒワ 327 
エゾムシクイ 6 O @ イカル 368 * 
ツツドリ 7 O o コジュケイ 491 
ハヤブサ 7 @ O O モス 539 
ヒメアマツバメ 7 O /、シオミソカラス 542 
サンショウクイ 8 @ O O マヒワ 618 
コサメピタキ 9 O コゲラ 630 
チョウゲンボウ 9 O O シジュウカラ 688 
ツミ 9 O キジバト 749 
ノピタキ 9 O 798 
ニュウナイスズメ 10 1012 
ハイタカ 16 O O 。 1027 
キビタキ 19 O O 1428 
ヨシガモ 19 O O 1436 
アカゲラ O 1546 
ドバト 1771 

÷今回の調査では記録されていないが、これまで 1~数羽程度の記録のある種

E 。 ií主絶滅危↑J~ i手絶j成f立恨 4イ¥'JIJ;、

O 要注目 注目
X 情幸11不足 情報不足
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